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芹川の治水方策について芹川の治水方策について

芹川河川整備計画芹川河川整備計画((案案))においては、においては、「ダム＋河「ダム＋河
川改修」川改修」により、治水を行うこととしている。により、治水を行うこととしている。
以下では、他の治水方策案の可能性について以下では、他の治水方策案の可能性について
まとめる。まとめる。

はじめにはじめに

・・ 河川改修河川改修

・・ 放水路放水路

・・ トンネル放水路トンネル放水路

・・ 遊水池遊水池

・・ ダムダム

・・ 地下貯留施設地下貯留施設

治水方策の概要治水方策の概要

考えられる治水方策の種類考えられる治水方策の種類

第３回芹川　川づくり会議　説明資料
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各治水方策の特徴各治水方策の特徴

経
済
性

経
済
性

環境負荷環境負荷

大小

高

安

地下貯留地下貯留

施設施設
トンネルトンネル

放水路放水路

ダダムム河川改修河川改修

放水路放水路

遊水池遊水池

※「環境負荷」は改変面積の大きさで評価※「環境負荷」は改変面積の大きさで評価

考えられる治水方策案考えられる治水方策案

①① 河川改修のみ河川改修のみ

②② 遊水池＋河川改修遊水池＋河川改修

③③ 放水路＋河川改修放水路＋河川改修

④④ 遊水池＋放水路＋河川改修遊水池＋放水路＋河川改修

「ダム＋河川改修」以外では・・・「ダム＋河川改修」以外では・・・

トンネル放水路トンネル放水路やや地下貯留施設地下貯留施設は、事業費が莫大なもは、事業費が莫大なも

のとなるため、事業化が難しく、のとなるため、事業化が難しく、早期に治水対策が行え早期に治水対策が行え

ないない。。
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①「河川改修」のみで治水を行う場合①「河川改修」のみで治水を行う場合

洪水を防止するためには、洪水を防止するためには、

赤線まで河川を拡幅する赤線まで河川を拡幅する

必要必要がある。がある。

琵
琶
湖

＜下流部 河川改修の例＞
（上流部も改修の必要がある）

・民家移転数：約220戸

下芹橋下芹橋

池洲橋池洲橋

中薮橋中薮橋

彦根城彦根城

平田川平田川

芹芹 川川

ＪＲ東海道
線ＪＲ東海道
線

新幹線新幹線
国道８号国道８号 旭橋旭橋

＜下流部 河川改修の例＞

必要な川幅必要な川幅
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・芹川下流部は両岸に民家が密集し、河幅を拡げる際に・芹川下流部は両岸に民家が密集し、河幅を拡げる際に多多

くの民家の移転、鉄道・道路橋の架け替えが必要くの民家の移転、鉄道・道路橋の架け替えが必要となる。となる。

・・ケヤキ並木が失われるケヤキ並木が失われる。。

「河川改修」のみの評価「河川改修」のみの評価

社会環境への負荷が大きく、望ましくない社会環境への負荷が大きく、望ましくない

次に民家の移転、鉄道・道路橋の架け替えを最小限次に民家の移転、鉄道・道路橋の架け替えを最小限

に抑えるために、に抑えるために、「遊水池＋「遊水池＋河川改修河川改修」による治水対」による治水対

策策を考えてみる。を考えてみる。

※ここでいう※ここでいう「河川改修」「河川改修」とは川の拡幅を伴わない改修のこととは川の拡幅を伴わない改修のこと

遊水池諸元
・位置：栗栖地区～大堀町の水田一帯
・必要面積：2.85km2（285町歩）
・民家移転数：約 10 戸

琵琶湖琵琶湖

河川改修河川改修

（拡幅を伴わない）（拡幅を伴わない）

芹川芹川

遊水池遊水池

②「遊水池＋河川改修」で治水を行う場合②「遊水池＋河川改修」で治水を行う場合

河川改修河川改修
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「遊水池＋河川改修」の評価「遊水池＋河川改修」の評価

・鉄道・道路橋の架け替えがなく、民家の移転も少ないが、・鉄道・道路橋の架け替えがなく、民家の移転も少ないが、

約２．８５約２．８５kmkm22（２８５（２８５町歩）の広大な水田が失われる町歩）の広大な水田が失われる。。

・遊水池を設ける土地は、・遊水池を設ける土地は、民家や工場の建物等以外の土民家や工場の建物等以外の土

地利用地利用（公園等）とする必要がある。（公園等）とする必要がある。

広大な水田の消失や建設後の土地利用を広大な水田の消失や建設後の土地利用を

考慮すれば望ましくない考慮すれば望ましくない

次に改変面積を最小限に抑えるために次に改変面積を最小限に抑えるために「放水路＋「放水路＋河川河川

改修改修」による治水対策」による治水対策を考えてみる。を考えてみる。

芹川芹川

琵琶湖琵琶湖

放
水
路

放
水
路

放水路諸元
・全長：5.0km
・民家移転数：約450戸

③「放水路＋河川改修」で治水を行う場合③「放水路＋河川改修」で治水を行う場合

河川改修（拡幅を伴わない）河川改修（拡幅を伴わない）

河川改修河川改修
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「放水路＋河川改修」の評価「放水路＋河川改修」の評価

次に中間的な案として次に中間的な案として「放水路＋遊水池＋「放水路＋遊水池＋河川改修河川改修」」

による治水対策による治水対策を考えてみる。を考えてみる。

・芹川下流部の市街地を貫流するために、・芹川下流部の市街地を貫流するために、多くの民家多くの民家

の移転、鉄道・道路橋の架け替えが必要の移転、鉄道・道路橋の架け替えが必要となる。となる。

・市街地の工事となるため、・市街地の工事となるため、工事中の騒音等が問題と工事中の騒音等が問題と

なる上、工期が長くなるなる上、工期が長くなる。。

社会環境への負荷が大きく、望ましくない社会環境への負荷が大きく、望ましくない

芹川芹川

琵琶湖琵琶湖

放
水
路

放
水
路

遊水池遊水池

遊水池諸元
・位置：八重練地区の水田一帯
・必要面積：0.6km2（60町歩）
放水路諸元
・全長：5.0km
・民家移転数：約350戸

河川改修河川改修

（拡幅を伴わない）（拡幅を伴わない）

④「放水路＋遊水池＋河川改修」で治水を行う場合④「放水路＋遊水池＋河川改修」で治水を行う場合

河川改修河川改修

河川改修河川改修
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久徳橋久徳橋((国道国道306306号号))

四手川四手川

芹芹 川川

芹川ダム芹川ダム

八重練橋八重練橋

芹川合同井堰芹川合同井堰

＜上流部 遊水池の例＞

「遊水池＋放水路＋河川改修」の評価「遊水池＋放水路＋河川改修」の評価

・・約０．６約０．６kmkm22（６０（６０町歩）の水田が町歩）の水田が失われる。失われる。

・遊水池を設ける土地は、・遊水池を設ける土地は、民家や工場の建物以外の土地利民家や工場の建物以外の土地利

用用（公園等）とする必要がある。（公園等）とする必要がある。

・放水路が下流の市街地を放水路が貫流するため、多くの・放水路が下流の市街地を放水路が貫流するため、多くの

民家の移転等が必要民家の移転等が必要となる（工事期間が長くなる）。となる（工事期間が長くなる）。

・市街地の工事となるため、・市街地の工事となるため、工事中の騒音等が問題となる上、工事中の騒音等が問題となる上、

工期が長くなる工期が長くなる。。

水田の消失や民家の移転数を考慮すれば望ましくない水田の消失や民家の移転数を考慮すれば望ましくない
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河川整備計画（案）河川整備計画（案） 「ダム＋河川改修」案の概要「ダム＋河川改修」案の概要

芹川芹川

ダムダム

ダム諸元
・ダム高さ：58m
・湛水面積：0.76km2（76町歩）
・民家移転数：約40戸

河川改修河川改修

（拡幅を伴わない）（拡幅を伴わない）

河川改修河川改修

治水方策のまとめ治水方策のまとめ

①① 河川改修のみ河川改修のみ

⇒⇒ 社会環境への負荷が大きい（民家の移転等）社会環境への負荷が大きい（民家の移転等）

②② 遊水池＋河川改修遊水池＋河川改修

⇒⇒ 広大な水田が消失し、建設後の有効な土地利用が難しい広大な水田が消失し、建設後の有効な土地利用が難しい

③③ 放水路＋河川改修放水路＋河川改修

⇒⇒ 社会環境への負荷が大きい（民家の移転、騒音等）社会環境への負荷が大きい（民家の移転、騒音等）

④④ 遊水池＋放水路＋河川改修遊水池＋放水路＋河川改修

⇒⇒ 水田が消失し、建設後の有効な土地利用が難しい上、水田が消失し、建設後の有効な土地利用が難しい上、

社会環境への負荷が大きい（民家の移転、騒音等）社会環境への負荷が大きい（民家の移転、騒音等）

「ダム＋河川改修」「ダム＋河川改修」の治水方策は、他の方策案に比べ、社会環の治水方策は、他の方策案に比べ、社会環

境への負荷および改変面積を小さく抑えることができる。また境への負荷および改変面積を小さく抑えることができる。また

経済的にも優れた方策である。経済的にも優れた方策である。
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治水方策の採釈治水方策の採釈

社会環境面、自然環境面、経済性を社会環境面、自然環境面、経済性を総合的に勘案総合的に勘案

河川整備計画河川整備計画((案案)) での治水方策としては、での治水方策としては、

「ダム＋河川改修」「ダム＋河川改修」を採用した。を採用した。

主な質問への回答主な質問への回答 (1/5)(1/5)

Q.Q. 芹川の上流域、下流域で住民の思いがそれぞれ違う。上・中・下流の意見芹川の上流域、下流域で住民の思いがそれぞれ違う。上・中・下流の意見

の相違をどのようにまとめていくのですか？の相違をどのようにまとめていくのですか？

A.A. 川づくり会議の中で、上・中・下流の住民の皆さんがお互いに意見を交換川づくり会議の中で、上・中・下流の住民の皆さんがお互いに意見を交換

し、認識を深め合うことが、この川づくり会議の大きな目的です。し、認識を深め合うことが、この川づくり会議の大きな目的です。

Q.Q. 四手川合流点より下流域の未改修区間は、なぜ本計画案に入っていないの四手川合流点より下流域の未改修区間は、なぜ本計画案に入っていないの

か？か？

A.A. 四手川合流点から旭橋付近までは、現況で流下能力があり、あえて改修す四手川合流点から旭橋付近までは、現況で流下能力があり、あえて改修す

る必要はありません。る必要はありません。
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Q.Q. 芹川で多自然型工法は採用できないのですか？芹川で多自然型工法は採用できないのですか？

A.A. 今後の河川改修工事で、可能な部分については、多自然型工法を出来る限今後の河川改修工事で、可能な部分については、多自然型工法を出来る限

り採用していきたいと考えています。り採用していきたいと考えています。

Q.Q. なぜ１００年に１度の大雨に対応する計画なのか？なぜ１００年に１度の大雨に対応する計画なのか？

A.A. 確率は、治水計画の基本とする河川の規模、重要度の目安です。県全体、確率は、治水計画の基本とする河川の規模、重要度の目安です。県全体、

湖東圏域全体として、同規模河川の安全度と整合性を持った計画と考えてい湖東圏域全体として、同規模河川の安全度と整合性を持った計画と考えてい

ます。ます。

主な質問への回答主な質問への回答 (2/5)(2/5)

Q.Q. ダムの寿命は２００年か。２００年後はどうなるのか？ダムの寿命は２００年か。２００年後はどうなるのか？

A.A. 堤体を含めた一連の施設は、適正な維持管理を行えば、半永久的に使うこ堤体を含めた一連の施設は、適正な維持管理を行えば、半永久的に使うこ

とができると考えています。よく言われるダムの寿命１００年は、堆砂容量とができると考えています。よく言われるダムの寿命１００年は、堆砂容量

の対象期間を指して言われるもので、これも除去すれば半永久的に使うことの対象期間を指して言われるもので、これも除去すれば半永久的に使うこと

ができます。また満砂になったとしても、洪水調節容量を侵すことなく十分ができます。また満砂になったとしても、洪水調節容量を侵すことなく十分

に機能を発揮する構造となっています。に機能を発揮する構造となっています。

Q.Q. 通常の水を貯めなくて、洪水を防ぐようなダムの事例は？通常の水を貯めなくて、洪水を防ぐようなダムの事例は？

A.A. 兵庫県の天王ダム、石井ダム（計画中）等の例があります。常時は水を貯兵庫県の天王ダム、石井ダム（計画中）等の例があります。常時は水を貯

めない治水機能だけのダムです。治水の容量は、それぞれの流域の洪水調節めない治水機能だけのダムです。治水の容量は、それぞれの流域の洪水調節

に必要な量を確保しています。に必要な量を確保しています。

主な質問への回答主な質問への回答 (3/5)(3/5)
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Q.Q. ダムができると中川原地区の瀬切れがなくなるのか？また常時安定した水ダムができると中川原地区の瀬切れがなくなるのか？また常時安定した水

が芹川に流れるのか？が芹川に流れるのか？

A.A. 渇水時には、ダムの貯留水を少しずつ流し、瀬切れを防ぐようなダムの運渇水時には、ダムの貯留水を少しずつ流し、瀬切れを防ぐようなダムの運

用を考えています。用を考えています。

Q.Q. ダムができると、どのようなマイナス面が生じるのですか？ダムができると、どのようなマイナス面が生じるのですか？

A.A. マイナス面としては、水没に伴う民家の移転と水没地の自然環境および生マイナス面としては、水没に伴う民家の移転と水没地の自然環境および生

態系への負荷、貯留による水質変化の可能性、下流への土砂供給の減少等が態系への負荷、貯留による水質変化の可能性、下流への土砂供給の減少等が

考えられます。考えられます。

主な質問への回答主な質問への回答 (4/5)(4/5)

Q.Q. ずいぶん前から栗栖ダムの話は聞いていたが、どうして今になって滋賀県ずいぶん前から栗栖ダムの話は聞いていたが、どうして今になって滋賀県

は積極的なのか？は積極的なのか？

A.A. 平成９年の河川法の改正により、「河川整備計画に住民の意見を反映させ平成９年の河川法の改正により、「河川整備計画に住民の意見を反映させ

る」手続きが導入されたため、今回の川づくり会議のような場を設けていまる」手続きが導入されたため、今回の川づくり会議のような場を設けていま

す。皆さんの意見をお聞きし、整備計画に反映させ、住民参加による川づくす。皆さんの意見をお聞きし、整備計画に反映させ、住民参加による川づく

りを進めるものです。りを進めるものです。

Q.Q. ダムができても、文化財や自然の保護は大丈夫ですか？またダムの下流部ダムができても、文化財や自然の保護は大丈夫ですか？またダムの下流部

の村に危険はないですか？の村に危険はないですか？

A.A. 文化財保護・自然環境保護については、環境影響評価やそれぞれの専門家文化財保護・自然環境保護については、環境影響評価やそれぞれの専門家

の意見を聞きながら、保護に向け出来る限りの対策を講じていきます。の意見を聞きながら、保護に向け出来る限りの対策を講じていきます。

また、ダムのような重要な構造物については、綿密な調査を行い、安全性にまた、ダムのような重要な構造物については、綿密な調査を行い、安全性に

十分配慮した設計を行い建設されます。十分配慮した設計を行い建設されます。

主な質問への回答主な質問への回答 (5/5)(5/5)




